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「お花いっぱい大崎」冬の花植替えを実施

阪神淡路大震災から29年、東日本大震災から12年が経ち、徐々に復興を見せる中、1月1日という日
に能登半島地震が起こり多くの方々が犠牲となり、現在も多くの方々が避難生活を余儀なくされて
います。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

大崎・五反田地区は高層ビルが立ち並び、就業者が多い街でもあります。このような震災が起き
た時に企業内、隣人同士でどのように情報共有をし、また、隣接する企業同士がどのような協力
体制を作っていくのか、考えさせられる災害でもありました。

今後も品川区や皆様の協力を得ながら「災害に強い“まち”を作り上げていきたい。」と考えます。
今後も皆様にはご協力を賜る事もあるかと存じますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。

編集後記

「目黒川歴史クルーズ」開催報告

「さくらのライトアップ2024」
     開催報告

「ours holiday market」
「つながる食卓」の開催

2023年10月29日(日)、一般社団法人大崎エリアマネー
ジメント主催による「目黒川秋の歴史クルーズ」を初
開催しました。目黒川沿いや台場跡周辺の名所や歴史
について「ガイドしながわ」による解説やOAMのオリ
ジナルマップを配布し、クルーズを楽しんでいただき
ました。2024年3月8日(金)・9日(土)には春の歴史クル
ーズを開催しました。

「目黒川みんなのイルミネーション2023」は
11月10日（金）～1月8日(月・祝)まで開催し、
約90万人もの方にご来場いただきました。本年
度は、地産地消のこの取り組みを、より多くの
方に知ってもらう場所を作るべく、初の試みと
して、品川区立五反田ふれあい水辺広場に「み
んなのアップサイクルスポット」を2023年11
月10日(金)限定で設置し、華やかな冬の桜®を咲
かせることができました。

2023年12月2日(土)、大崎のまちを花でいっぱいにと願
って行われる恒例の「お花いっぱい大崎」が行われまし
た。大崎駅周辺の2か所の花植えエリアに、地域の法人、
商店会、学生、子どもたち等、多くの方々の力を集め
2000鉢のノースポールを植えました。

 

3月20日(水・祝)～4月7日(日)までの予定でしたが、桜
の開花に合わせて14日(日)まで延長しました。今年か
ら東京観光財団の「春のライトアップモデル事業助成
金」を活用し、エリアの拡大やカラーライトアップ演出
を実施し、多くのお客様に楽しんでいただきました。

「目黒川みんなのイルミネーション2023」への協賛

地域イベントへの協力

参加団体・企業の方々  ― 多くの企業の皆様が参加しています ―
犬山デザイン製作所、大崎駅西口商店会、(株)明電舎 、(株)バルカー、大崎駅西口郵便局、日鉄エンジニ
アリング(株)、(株)モスフードサービス、(株)デュアルタップ、(株)ブレーンコア、セガサミーグループ、
コベルコ建機(株)、東芝テック(株)、ダッソーシステムズ（株）他　 

年2回、大崎駅東口(御成橋公園)エリアと西口(ひふみ公園)エリアで手
分けして行われるこの花植え活動は、周辺企業の皆様や個人の方々の
ご協力で運営しています。サポートいただく方々も含めて、広く参加
者を募集中です！詳しくは下記事務局までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ】一般社団法人 大崎エリアマネージメント 
WESTオフィス：TEL.03-5719-0800 

おおさきまちうん
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大崎公共空間を活用した
実証実験実施報告

１月～３月に大崎の公共空間を活用した取り組みとし
て、大崎駅西口バスターミナル横の歩道にてソニー株
式会社技術開発研究所イノベーション推進室による
「視覚障がい者が１人で安心して疲れず目的地に辿り
着けるようサポートするデバイスを提供する」実証実
験が行われました。

 (大崎駅周辺まち運営協議会事務局一同)

を実施しました。隣接する小関橋公園も利用し、食に
関する様々な店舗に出店いただき、休日を楽しめるイ
ベントとなりました。昨年から続く「つながる食卓」
では、梅酒づくり、味噌づくり、スリランカカレーづ
くりを実施し、食を通じた参加者同士の交流が生まれ
ました。

11月12日(日)CAFE&HALL oursにて「ours holidaymarket」

© 2024 目黒川みんなのイルミネーション実行委員会 All rights reserved.



美味しい物が盛沢山バンドコンテスト「パワードリームミュージックフェスタ」の開催 お子様が楽しめるコーナーも充実

3日間でのべ200団体が出店貸切った山手線の中でダーツパフォーマンス 地域で活動される皆さんが多数出演したステージ

 協議会の事業計画に従って必要なイベント等を実施するため
「しながわ夢さん橋実行委員会」を設置しています

大盛況！「しながわ夢さん橋2023」夢さん橋！

参加頂いたボランティアスタッフの皆さん

大崎駅周辺地域での一体的で持続的なエリアマネジメント活動を行うため、
定時総会にて承認された事業計画に基づき、まち運営活動を行っています。

2023年度事業計画 活動状況

総会の開催 ・2023年７月20日(金)に開催

まち運営委員会(年４回程度)等の会議の開催
・まち運営委員会を４回開催（第36回～39回）
・「大崎駅周辺地域の防災に関する勉強会」を実施
・まち運営プランの見直しおよびヒアリングの実施

「しながわ夢さん橋」等イベントの実施 ・第36回しながわ夢さん橋を2023年10月7日(土)8日(日)9日(祝)に開催
・お花いっぱい大崎の活動の実施（6月・12月）

会員拡大や活動PRのための情報発信
・協議会HPを随時更新
・協議会会報「おおさきま・ち・う・ん」の発行（4月・９月）
・目黒川みんなのイルミネーション協賛

地域の将来像 安全安心まちづくり 公開空地・公共空間の活用
まち運営委員会の活動報告

　協議会では、前回委員会に寄せられたご質問・ご意見への対応、定時総会議案評決結果報告を行いました。また、2023
年度事業計画に基づき、まち運営委員会を4回開催し、まち運営プランの実現、安全安心まちづくり、地域課題の共有等に
取組みました。2023年度の委員会は下表のとおりです。

　2023年12月7日(木)、第38回まち運営委員会の後に「大崎駅周辺地域の防災に関する勉強会」が初めてのワークショップ
形式で開催されました。勉強会では地域での共助という観点で防災を学び、ワークショップでは、参加者から様々な意見を
頂けました。皆様から頂いた貴重なご意見は、今後の大崎防災まちづくりに役立てていきたいと思っております。

2023年度の協議会における活動状況は以下の通りです。

協議会の活動報告

 協議会の事業計画に従って必要な事業を実施するため
「まち運営委員会」を設置しています

22023年10月7日～9日「第36回しながわ夢さん橋
2023」が盛大に行われました。最終日はあいにくのお
天気となりましたが、例年以上に多くの皆様にご来場
いただき沢山の子供たちをはじめ多くの方々の笑顔に
触れられ、充実の3日間でした。

・大崎駅周辺地域のまちづくり進捗状況
・ユニバーサルデザインガイドライン
　適合チェック報告
・大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン
　における景観計画報告

・「駅周辺帰宅困難者対策協議会」の
　活動状況について
・大崎駅周辺地域安全・安心緊急連絡先
　リスト（2023年度版）について
・「大崎駅周辺地域の防災に関する勉強会」
　の実施について

・大崎駅周辺地域および街区イベント等
　情報共有
・お花いっぱい大崎花植替えのお知らせ・報告
・さくらのライトアップ、みんなの屋台村
　実施報告
・【お花いっぱい大崎】活動における品川区
　との事務手続きの変更について

まち運営委員会の活動報告

しながわ夢さん橋
実行委員会からの

活動報告

「大崎駅周辺地域の防災に関する勉強会」開催報告

■  参加者23名（会場18名、オンライン5名）
■  内 容 「大地震発生直後の対応と地域連携について考える」
 （１） 首都直下地震による被害と対応（座学） 
 （２） 地域・オフィス内で助け合う重要性（ワークショップ） 

ライフラインの知見等、スキルを持った
法人格が無いか調べて、サポートし合え
るようにするのも一案だと思った。

それぞれの役割(立場)での課題の優先順位が
わかる機会となり、対応のヒントとなった

いざ何をどうすればよいのか考えるところま
で至っていない自分に気づかされ、座学だけ
でなくワークショップは大事だと思った。


